
で
提
案
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
赤
潮
発
生
原
因
と
さ

れ
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
「
カ
レ
ニ
ア
・

セ
リ
フ
ォ
ル
ミ
ス
」
に
対
し
て
は
、

被
害
発
生
海
域
に
お
い
て
継
続
的
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
が
実
施
さ
れ
、

令
和
４
年
２
月
以
降
に
は
調
査
海
域

を
全
道
域
に
拡
大
す
る
な
ど
監
視
体

制
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
状
で
は
各
海
域
に
お
い

て
未
検
出
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
夏
場
に
向
け
た
海
水
温
の
上
昇

と
と
も
に
再
び
発
生
す
る
懸
念
が
あ

り
ま
す
し
、
資
源
回
復
に
は
ま
だ
ま

だ
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
令

和
４
年
４
月
21
日
に
２
市
13
町
長
と

と
も
に
北
海
道
、
北
海
道
議
会
及
び

自
民
党
道
連
を
改
め
て
訪
問
し
、
赤

潮
被
害
に
対
す
る
継
続
支
援
を
求
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

１　

町
立
小
学
校
統
合
準
備
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年
７

月
に
策
定
し
ま
し
た
「
新
冠
町
小
学

校
統
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
令
和
６

年
４
月
１
日
に
新
冠
小
学
校
と
朝
日

小
学
校
を
新
冠
小
学
校
に
統
合
す
る

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
、
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
町

立
小
学
校
統
合
準
備
委
員
会
は
、
令

和
４
年
４
月
28
日
に
、
新
冠
小
学
校

と
朝
日
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
者
各

３
名
、
町
立
小
中
学
校
教
職
員
各
３

名
、
合
計
15
名
の
委
員
を
委
嘱
し
た

上
で
、
第
１
回
目
の
会
議
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
準
備
委
員
会
は
、
児
童
・
保

護
者
が
不
安
な
く
安
心
し
て
統
合
で

き
る
よ
う
、
通
学
バ
ス
や
災
害
対
応

な
ど
の
課
題
や
懸
案
事
項
の
検
討
・

協
議
及
び
そ
の
調
整
を
図
る
た
め
に

設
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
体
会
の

ほ
か
、
交
流
学
習
や
学
校
行
事
な
ど
、

教
育
計
画
に
関
わ
る
事
項
を
所
掌
す

る
「
教
育
計
画
部
会
」、
学
校
備
品
や

文
書
整
理
な
ど
校
務
整
理
に
関
わ
る

事
項
を
所
掌
す
る
「
校
務
部
会
」、
保

護
者
間
の
交
流
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
運

営
に
関
わ
る
事
項
を
所
掌
す
る
「
Ｐ

Ｔ
Ａ
部
会
」
の
３
部
会
で
構
成
し
、

令
和
５
年
10
月
を
目
途
に
課
題
や
懸

案
事
項
の
協
議
を
深
め
、
円
滑
な
統

合
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
お
い
て
は
、
４
回
の
全

体
会
と
各
部
会
会
議
を
開
催
す
る
計

画
で
あ
り
、
協
議
や
検
討
状
況
に
つ

い
て
は
、
広
報
誌
等
で
周
知
す
る
な

ど
、
引
き
続
き
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ま
に
丁
寧
な
説
明
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

２　

社
会
教
育
事
業
の
実
施
状
況

に
つ
い
て

　

令
和
４
年
１
月
下
旬
か
ら
発
令
さ

れ
て
い
ま
し
た
「
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
」
が
終
了
し
た
３
月
22
日
以

降
、
町
内
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
、

各
文
化
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
の
生
涯
学
習
機
会
を
提

供
し
て
い
る
社
会
教
育
事
業
も
、
感
染

対
策
を
講
じ
、
可
能
な
限
り
参
集
や

対
面
す
る
従
来
の
形
で
実
施
す
る
こ

と
で
取
り
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
に
入
り
、
い
き
い
き
大
学

の
学
習
会
や
町
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、

児
童
館
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
特

別
事
業
な
ど
、
昨
年
度
は
延
期
や
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
も
概
ね

計
画
ど
お
り
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
も
順
次
開
催
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

レ
・
コ
ー
ド
館
の
町
民
ホ
ー
ル
を

活
用
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
事
業
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
無
観
客
に
よ
る
動

画
配
信
事
業
や
少
人
数
の
観
客
に
限

ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
徐
々

に
多
く
の
観
客
を
集
め
た
事
業
も
再

開
さ
れ
、
５
月
に
は
新
冠
中
学
校
の

卒
業
生
２
名
が
所
属
し
て
い
る
札
幌

国
際
情
報
高
校
吹
奏
楽
部
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
楽
器
を
演
奏
し

な
が
ら
踊
る
高
校
生
の
演
奏
や
新
冠

中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
合
同
演
奏
も

あ
り
、
来
場
し
た
約
１
５
０
名
の
観

客
は
久
し
ぶ
り
に
聴
く
生
の
音
楽
や

初
め
て
観
る
演
奏
ス
タ
イ
ル
に
魅
了

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
町
民
ホ
ー
ル
に
お
け
る

観
客
の
入
場
定
員
に
つ
い
て
、
町
独

自
に
厳
し
く
制
限
し
て
き
ま
し
た
が
、

６
月
14
日
に
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
森
山
直
太
朗
さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
全
国
ツ
ア
ー
の
一
環
と
し

て
開
催
さ
れ
る
の
を
機
に
、
国
の
基

準
通
り
の
定
員
の
１
０
０
％
ま
で
制

限
を
緩
和
し
て
の
試
行
実
施
を
行
い
、

国
な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き

感
染
対
策
を
検
証
し
、
今
後
の
事
業

実
施
に
繋
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
事
業
の
プ
ラ
ス
ワ
ン
セ
ミ

ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
２
年
間
開
催
を

断
念
し
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
閉
塞
的
な
社
会
が
続

く
中
、
町
民
に
活
力
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
話
題
性
が
高
く
学

習
要
素
も
多
い
講
師
の
選
定
に
向
け

調
整
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
と
し
て
全

国
的
に
非
常
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
カ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
「
ロ
コ
・

ソ
ラ
ー
レ
」
を
招
聘
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。「
応
援
が
秘
め
る
力

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
む

力
」
と
題
し
て
、
６
月
28
日
に
プ
ラ

ス
ワ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と

で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

第２回定例会

教
育
長
行
政
報
告

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information － その１

国民年金保険料免除の手続き
【保険料免除制度】

　経済的な理由などで保険料を納めることが困難

な場合に、本人と配偶者、世帯主の前年所得を審

査し、承認されれば保険料納付の全額または一部

が免除されます。また、失業された方は、離職票

や雇用保険受給資格者証を添付すれば、その方の

前年所得を０円として審査をする特例もあります。

○全額免除となる所得の目安

　｛（扶養親族の数＋１）× 35 万円｝＋ 22 万円

【若年者納付猶予制度】

　本人が 50 歳未満であるときに限り、世帯主の

前年所得にかかわらず、本人と配偶者の前年所得

を審査し、承認されれば保険料納付の全額が猶予

されます。

○全額猶予となる所得の目安

　全額免除の所得基準と同じ

【令和４年度免除期間】

　期間は令和４年７月から令和５年６月までとな

ります。また、申請日より過去２年１カ月前まで

遡って申請が可能です。

　例）令和４年７月に申請する場合の免除可能期間

　将来期間：令和４年７月～令和５年６月

　過去期間：令和２年６月～令和４年６月

野焼きの禁止について
　家庭用の焼却炉、ドラム缶、土管などでのごみ

の焼却は、「廃棄物の処理および清掃に関する法

律」で原則禁止されています。

　違反者は５年以下の懲役もしくは１千万円以下

の罰金又は両方が科せられます。さらに法人は両

罪規定（違反した従業員とともに法人も罰する規

定）で１億円以下の罰金が科せられますので絶対

やめましょう。

　例外として、森林法第二十一条の規定による火

入許可は認められていますので、役場産業課（☎
0146・47・2110）へ事前に相談し手続きをしてく

ださい。

※火入れ許可と異なる

焼却を発見した場合

は、許可を取り消し警

察へ通報することにな

りますので、絶対にや

めましょう。

●問い合わせ先

　町民生活課町民生活グループ

　☎ 0146・47・2112

町民生活課からのお知らせ

　町では、町内３カ所（役場庁舎屋上・明和生活

センター・美宇生活センター）に気象観測装置（Ｐ

ＯＴＥＫＡ）を設置しています。

　この装置により、町の天気・気温・湿度や雨量

などの気象情報をリアルタイムでインターネット

やスマートフォンのアプリを使い、無料で確認す

ることができます。

　防災対策への利用のほか、イベント時の天候の

確認、熱中症対策などに幅広くご利用ください。

●問い合わせ先

　総務課総務グループ防災係　☎ 0146・47・2111

◆インターネット気象情報「ＰＯＴＥＫＡ．ＮＥＴ」

　【ＨＰ】http://www.potekanet.com/

◆スマートフォンアプリ「ＭｙＰＯＴＥＫＡ」

　【ＨＰ】http://www.meisei.jp/poteka/

　　　　 smartphone/

　無料でダウンロードできる

　　　　　　　ＱＲコード⇒

※インターネットやアプリを

ダウンロードする際の通信費

などはご自身の負担となりま

す。

ＰＯＴＥＫＡでリアルタイム気象状況を提供
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